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名

の

で

あ

る
.0
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■ 、

\
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'

.

紙
數
の
都
合
'
上

>
:〕

れ
以
上
立
入
つ
て.
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、 

次
の
國
際
贸
為
，の
部
分
で
も
同
様
の
形
式
的
秩
序
が
保
た
ゎ
て
い
る
の
で 

ふ
る
。-
最

後

の

、
動

擧

化

に

M

つ
て
は
、
サ
ム
工
.
ル
ソ
ゾ
以
來
の
所
禍
變
動 

論
を
學
ぴ
、
.さ
ら
に
ヒ
ッ
ク
ス
の
景
s

g

®i
!
)
.

l
^

知
る
に
至
つ
た
わ

れ
 

わ
れ
に
は
、
多
く
を
述
べ
る
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。 

,
.

,

本
窗
は
所
得
分
析
の
形
式
的
侧
面
を
蹬
系
的
に
|

し
た
，點
，に
お
い
て
，
 

ま
こ
と
に
ユ
一
一ー
ク

な

夂
⑽

で
あ

り

、

所
得
分
析
の
形
式
性
を
遺
憾
な
く
 

發
輝
し
.た
點
祀
お
い
て
わ
れ
わ
れ
に
深
い
反
省
を
喚
ぴ
起
さ
せ
る
著
作
で 

.，あ
る
，。
も
し
所
得
分
析
と
い0'
-4
>
の
が
サ
ムH
ル
ソ
ゾ
の
V
つ
た
よ
う 

に
-、「

投
資
•貯
蓄
の
貨
幣
的
諸
功
に
よ
，つ
て
，總
支
出
泳
準
が
.い
か
に
決
定 

.せ
ら
れ
る
か
、

」

，，に
カ
點
^,
攛
く
も
；の
な
ら
ば
所
得
分
析
’は
本
書
に
お
い 

て
華
か
、に
開
花
し
た
も
の
と
い
え
よ"う
。
.け
れ
ど
も
こ
れ
が
經
濟
シ
ス
テ 

ム
を
分
析
す
る
最
强
の
武
器
だ
、
と
い
う
こ
と
に
は
睛
歡
せ
ざ
る
を
え
な 

い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

のr

つ
の
琎
由
を
あ
げ
九
ば
、
所
得
，分
析
の
バ
ッ
ク

. 

‘ボ
ー
ゾ
を
み
れ
ば
わ
か.る
よ
う
に
、
こ
れ
は
芷
に
’需
耍
の
现
論
で
あ
り
供 

給
侧
の
分
析
を
全
く
缺
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

■ 

-
y
”
c

s

+
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' 

*

と
お
い
，て
み
る
と
，、
右
邊
は
總
支
出
水
準
で
あ
0
左
邊
の
>
,は
、
總
生
產
•

.費
水
準
で
あ
る
。
ガ
の
水
準
を
所
與
と.す
れ
、ば
i

函
數
は
'總
贫
出
水
雄 

を
決
定
す
る
霜
要
側
の
分
析
で
あ
る
が> 
こ
れ
に
對
す
な
供
給
侧
の
耍

S
T

 

，
ぼ
表
面
k

m

'̂^
v;
>
が

^

f

^

c彈
力
的
欢
供
給
が
前
提
さ
れ
：

，て
：い
を
の
で
あ
る
。
前-|
3
均
衡
式
双
有
効
需
要
水
淮
含
決
定
す
る
も
の
で 

あ
る
が
、
そ
れ
は
一
方
的
に
需
耍
氷
準
に
ょ
っ
て
決
定
せ
，ら
れ
石
。
わ
れ 

わ
れ
は
從
來
の
所
得
分
析
に
お
い
て
、
所
得
I
支
出
表
’の
上
に
完
全
厨
用 

冰
準
を
示
す
る
點
線
を5[
く

.
こ

と

に

ょ

っ

て

、

わ
ず
か
に
供
給
侧
の
踮
力 

ゼ
沅
し
え
た
ご
と
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
や
。
所
得
分
析
の
限
界
も
，

： 

.ま
た
こ
こ

に

あ
る
。
七
れ
れ
れ
はシ
，プ
リ
ゾ

ダ
が
所
得
分
析
の
有
効
性
と 

ぞ
の
限
界
と
を
示
して
ぐ
れ
た
こ
と
に
非
常
な
興
味
を̂

え
るC

■
論

文

紹

介

，
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'

.

、

リ
f

ヒ
ア
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ド
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ー
ブ
ナ
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(Richard-Koebner
,

こ Th
e

 -concept of Economic 

Imperialism、、
T
h
e

 e
conomic History review, 

s
e
c
o

-aseries,'VOL 2, !NO.1
,
19W9, pp. 1-29 .〕

」

.

.
現

代

史

を

解

く

 r

つ
の
鍵
と
し
て「

ぼ
_

主
義」

な
^
言
葉
は
重
^
な 

,

意
味
を
持
つ
て
ゐ
る
。

「

帝
國
、壬
義」

、
ょ
り
证
し
く
は「

近
代
帝
國
主
義J 

或

龙「

經
濟
阶
帝
國
主
義」

は
、'

「

西
洋
篇
强
國
の
資
本
か
利
益
を
代
表
す 

,
る
啬
が
、
そ
の
政
府
の
外
交•
.植
民
政
策
を
支
配
す
る
事
で
あ
る

」

と
一 

.膘
定
義
す
る
こ
と
が㈤
^
や
ぅ
。
併
し
そ
の.內
容
は
必
ず
し
も
騷
と̂
 

1:<_ 
へ
な
い
。
,■
■

•

'

.
.

.

:

• 

、

冗
來
'
 r

帝
國
主
義i-

な
る
語
は
一
八
ニ
五
年
に
始
ま
る
フ
ラy
ス
第
一
^

带
制
の
外
交
を
指
し
て
初
め
て
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
其
後
廿
部
そ 

わ
は
デ
ィ
ス
レ
リ
ノ
の
作
つ
た
ー
連
の
對
外
政
策
を
示
す
^
の
に
變
り
、

觅
に
‘
十
數
年
後
に
は
英
帝
國
の
外
交
政
策
を
具
現
す
る
^

の
と
な
つ
た
。
.

:: 一；：1

議

Q

■

美

響

翁

■

■

義

馨

識

讓

I

謂
■

作

關

心

を

，昂

め

た

の

，
で

あ

つ

た

が

、

.M
に
一
八
八
九
年
海
を
越
べ
て
米
西
戰 

荦
が
開
始
さ
わ
る
や
、
帝
國
主
韻
こ
そ
列
强
を
曝
て
^
:
铵
略
に
趨
か
せ

- 

、
特
婼
の
.階
級
を
利
す
る
手
段
で
あ
る
七
見
做
さ
れ
、
，世

界

的

な

論

議

の

中

| 

心A>

な
つ
た
の
で
あ
る
。
1
九
.〇
ニ
年
に
茧
り
3

*
八
パ
ホ
ブ
ソ
ゾ
は
そ
：

、
の

著r

帝
國
主
義
論」

に
，̂

ズ
、
經
濟
的
罾
^
か
ら
ご
の
^

を̂
英
國
の•

'

み
_.な
ら
ず
米
'
•佻

•
獨
等
の
諸
國
に
も
適
用
し
得
る
，

i

般
钠
な
概
念
に仕' 

上
げ
、
倚
そ
れ
を
通
じ
て
資
本
主
義
經
濟
の
分
析
を
而
I
な

ら

し

め

た

。

■

其
の
後
彼
の
所
論
は
#

力
M

ょ
力
敷
衍
さ
れ
'
た
。
卽
ち
一
九.
一

七

年

の

-
レ 

1

土
ゾ
の
マ
ル
キ
ダ

7;
ム

的_

は

そ

の

代

表

を

及

す

ネ

，
の

で

あ

る

が

、
''

一
方
英
闕
社
啓
主
義
潸
浅
，の
批
判'は
勿
論
、
更
に
は
米
國
に
於
て
は
文
學 

の
上
に
も
採
り
上
げ
ら
れ
て
こ
の
語
の
使
用
は
益
t
一
 
般
的
と
及
り
、
今

，
 

S

一
 
次
大
戰
ひ
拟
P4
も
米
阈
の
ド
ル
外
交
も
す
ベ
て
帝
國
キ
義
と

結
び 

付
け
-て
澎
へ
ら
れ
现
獬
さ
れ
る
ょ
ぅ
に-な
つ
た
。
’
以
上
の
如
く
帝
國
主
翁 

の
概
念
■は
幾
多
の
段
^
を
經
て
來
て
ゐ
る
が
、
：-本
論
文
で
は
永
ブ
ソ
ン
に 

,

依
つ
て
體
系
づ
け
ら
れ
る
に
苽
つ
，た
そ
の
^
'

「

の
時
期
に
つ
い
て
考
察t 

る
0
そ
じ
て
帝
國
生
義
め
對
象1
な
る
時
期
は
、
1
八
八
.
.0
年

ブ

ー

ァ

.
戰：
 

爭
嘲
發
の
.
に
始
‘ま
り
現
代
を
そ
の
最
盛®

十
る
そ
わ
で
あ
る
。
.

;

帝
國
生
義
と
ー
ぷ
ふ
言
葉
は
冗
來
英
國
的
方
表
現
^
あ
つ
て
ハ
嚼
州
諸
國

に
於
て
は
必
ず
し
も
^

外
^

略
^.

意
味
す
る
も
、か
で
は
な
か
つ
た
。
'
#
し

' 

• 

. 

}
 

■

、
 

, 

論
文
鉗
介

〃

：

'

•■
此
處
で
一
' 八
九
ニ
年
當
時
の
狀
況
を
振
返
づ
て
見
る
。
當
時
列
强
に
よ
る 

ア
フ
リ
ヵ
分
_
は
酿
に
完
了
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
ア
ル
デ'工
リ
ー

よ
り
‘

チ
ユ 

-1,

ス
へ
ヽ
交
趾
支
那
よ
り
凌
南*
東
京
へ
進
出
し
て
ゐ
た
。
及
國
東
印
度-
 

,

會
社
は
そ
か
勢
カ
を
ビ
ル-マ
，よ
.り
バ
ル
キ
ス
タ
ン
に
ま
で
及
ぼ1>
、H
ジ 

ブ
ト
へ
の
駐
身
を
尙
歡
け
で.み
た
o
-
w暗
ゆ
を
の
對
象
と
す
る
土
地
の
性 

格
の
差
異
か
ら
把
へ
ら'れ
な
か
つ
た
の
，で̂

る
が
、
之
等
の
事
實
か
ら
、

>、
そ
の
表
現
は
兎
も
角
ハ
帝
國
主
霧
の
，實
睛
た
る
一
貧
し
た
動
き
^
^
逃
が 

"
す
譯
に
ば
，行
か
な"い
。'

'
 

、

I

' 

,

,

所
が
4
の
事
實
も
、
必
ず
し
^
そ
の
政
府
或
は
國
民
の
全
面
的
突
持
を 

受
け
て
疔
は
化
.た
識
セ
は
だ
か
つ
た
。
淡
國
政
府
は
工
ジ
ブ
ト
に
於
て
も 

た
ァ
フ
リ
•力
*
.ポ
リ
ネ
シ
ァ
に
於
て
も
積
極
的
に
領
土
を_
張
す
る
1 

志
は
持
た
ず
%.
寧

ろ「

周
圍
の
事
情
に
押
さ
れ
て

」

，ゐ
た
の
で
あ
つ
た。/ 

-1

方
植
民
®

設
者
も
却
て
國
民
の
注
視
を
避
け
よ
ぅ
と
ず
ら
努
力
し
'
 

ゐ
る
0

<當
時
グ
ラ
.ッ
ド
ブ
ト
ン
內
閣
は
保
守
黨
の
主
張
に
舞
し

r

帝
國
主 

{

，
義

吖

冀

を

依

，ば

し

た

■
■€
>
政
策J 

.ご，そ
英
國
に
侮
厚
を
與
へ
る
％
の
だ
と 

述
べ
て
ゐ
■る
。
他
方
海
外
進
出
に
積
極
的
だ
つ
龙
ビ
ス
マ
ー
ク
，
フ
，丨
リ 

エ
の
獨
♦怫
に
於
て
も
、
國
民
の
支
持
を
金
然
受
け
得
な
か
つ
太
。
に
も
- 

.拘
ら
ず
海
外
領
土
擴
張
が
上
記
の
、如
く
推
進
さ
ゎ
た
の
-は
ハ
伽
の
一
つ
の 

.

，
動

機

、'卽
ち
經
濟
的
利
益
に
動
か
さ
れ
た
か
ら
に
外
な'ら介
い
。
商
工
業 

.

者

.

.资
本
家
の
利
益
抓
敗
腐
を
後
狎
し
て
ゐ
た
'の
で
1

0
、
先

、
の

獨

•

佛 

•
’の
’失
^:
は
ハ
*
府

\
企
業
家
が
此
點
笮
關
す
る
認
識
を
缺
い
た
爲
で
も
ぁ 

バ

つ
た
P-
’

英
亂
や
海
外
企
業
は
密
接■に
商H

業
渚

•

資

本

家>;
結

ぴ

付

け

ら 

/

れ
、
又
一
部
に
ぼ
そ<
が
利
益
と
も
考
へ'ら
れ
て
ゐ
た
。
か
く
て
英
國
政

.
，

.

.

.へ

' 

' .

■

■

七
丑 

\
0

ニ

.七〕

.

.

.

.
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-.V-

腺
^
!像
，
々

に

带

國

虫

_

活
^
2協
カ
せ
ざ
る
を
得
な</
な
つ
.て
來
た
。 

殊
笮
'
,
1
,
八
九
〇‘年
の
t
リ
ス
べ
リ
ー
協
定
ば
脱
民
地
活
動
へ
國
內

の
！
：

情 

冷
昴
めr
ァ
ブ
リ
ヵ
に
於
け
务
成
功
^

め̂
ら
か
る
に
范
ヴ
汔
。

ブ
八
，九 

二
字
に
はs
mrn
内
聞
で
.す
らt

他
界
亦
形
成
途
上
に
あ̂.
限
；？̂
獨
り」 

デ5
v
y
w

サ
ク
.ツ
ゾ
-を
以
て
世
與
を
掩.ふ
'事
は
英
國
の
*議
で
あ
り
賫
任 

で
あ
，る
：

H
s

を
强
調
し
たo
,か
く
て
.自
ば
南
阿
に
、
米
國
ば
太
平
洋
t 

II

歐

-M
國
咏
中
掘
に
、

「
带
國
主
義

」

.を
寖
透
し
て
行7
た
。‘米
西
戰
爭
に
、
 

際
會
し
た
ァ
，メ
リ
力
は
主
張
す
る

,

S
々
は
通
商
戰
爭
のi
fr
ょ

り

脱 

落
せ
ぬ
爲
に
は
，、
そ̂—

通
商
と
過
剩
資
本
の
利
‘益
の
緣
の
机
风
地
を 

—

と
す
る
O
Jや
が
て
中
國
を
冲
心
と
ず
る
#
國
の
植
民
地#.
奪

：
 

は
益
t
撤
烈
化
し
て
行
っ
た。
-

.•■
• •

,

,

ぃ

-

1
‘方，帝
國
主
義
を
初
め
で
売
全
に
經,
的
關
逋
ょ
り
|
*
.
,
表
現
し
た
_ 

の
‘は
、1

九
〇
0'
苹
吖
第
13
£
冏
,
ヴ
1

社
會
主
_
者
大
會
の
靶
議
で
あ

； 

ら
ぅ
。「

資
本
主
_
は
件
國
間
の
闘
#
の
原
因
た
‘る
植
民
地
臌
張
を
導
き 

…
…

資
本
家
階
級
の
利®
を
咐
大j

す
る
と
、
そ
の
か_
ば
述
ベ
て
ゐ
る
。 

處
が
そ
の
常
事
者#
は
國
聆
ばT

带
國
の
擴
張
、

」

そ
、
我
々
办
永
遠
の
理 

想
乜
ふ
る」

•と
す
ら
考
'へ
て
ゐ
た
。
彼
等
に
は
植
民
.地
が
あ
っ
て
初
め
て
■ 

火
‘英
帝
國
は
眞
に
大
果
帝
國
な
の
で
，あ
り
、
海
外
企
業
家
W
祖M

愛
ょ
り
■
 

す
る
湖
妬
激
に
な
ぞ
ら
へ
ら
れ
た
。
物
質
納
利
益
の
幻
燃
が
こ
の
機
に
民

氣

は

漲り
.
、金

，
て

の

腊

級

は

^
物
と
ヒ
ス
テ
リ-
ッ
‘ク
な
忠
誠
心
に
醉
つ
た

」 

と
ウ
ュ
ッ
/
夫
人
は
そ
の
：2記
に
記
し
て
ゐ
る
。
，姝
に
一
八
九
八
年
米
西

.
パ

.

. 

:

:•
-
七
-六
：-

O
H

 O

 

-

,

戰
併
ポ
米
國
の
勝
利
に
終
る
や
、
大

洋

を

挾

む

ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の 

>
米
國
々
，內
に
於V

’

も

生

義

へ

の

關

心AJ: 

期

待

は

逢

瘦
.^
昂

ま

り

'
ク

ヮ
p

h

ダ
’
，
•ホ
.ス
ト
：を

し

て

’

「

帝

國

核成

こ 

•そ

ア

メ
 

•デ
そ
、ク
ラ
シ
ー
の
叫
び
で•あ
る」

と
確
言
せ
し
む
る
烹
で 

に
至
っ
だ
。

;■
>■ 

• 

: 

• 

• 

- 

\ 

. 

•;
.
帝
网
主
義
协
思
想
ぐ
行#
の

こ

の

，
急

激

な

發

嵌

に

對

し

て

、

他

方

ブ

ー 

刃
戰
爭
以
來
釀
敗
さ
わ
っ
、
あ
っ
た
批
灕
も
急
速
に
渴
ま
づ
た

0
细
1

一
 

八
|

年
デ
.ョ
y 
.モ
レ
リ
ー
は■「

帝
國
主
_

は
一k

ひ
換
へ
わ
ば
俊
略
主 

■義
で
も
あ
り
得
るj

旨
を
-率
直
に
述
べ
て' 
帝

國

生

義

に

關

す

る

諭

^

へ 

の
一
っ
.の
'
,翁

り

を

與

へ

た
0

£
忆
對
し
て
そ
か
獮
護
者
汰
帝
國
，主
義
を 

そ
の
經
濟
的
利
益
と
の
關
連1
ら
辯
^
し
や
ぅ
と
努
.め
て
ゐ
る
。
併
し
そ- 

れ
に
反
對
す
る
者
に
と
つ
て
は
、

 

そ
わ
は
飽
ぐ
か
き
侵
略
へ'の
無
意
味
な
. 

，欲
求
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
資
本•枝
術
の
流
.出
は
却
て
本
國
を
壓
迫
す 

る
に
里
る
で
あ
ら
ぅ1
、
-;
-
ー
 

方
そ
ご
か
ら
得
.ら
お
る
利
益
を
享
受
出
來
る 

め

は1

部
の
，階
級
の
み
に
限
ら
わ
る
の•で
あ
る
。「

あ
ら
ゆ
る
新
し
い
市 

-場
を
獲
得
し
ょ
ぅ
と
十
る
幾
多
の
商
踮
、
資
本
家
.
冒
險
家
，
企
業
屋
の
ヾ

： 

，上
に
位
置
す
る
政
府
は
非̂
め
焦
點
ど
な
っ
た？

.

先
に
ブ
ー
ァ
戰
爭
の
開
始
に
當
り>'
酿
附
の
實
-̂
を
調
赉
し
て「

韦
珂 

'戰

爭
*
そ

：
の
，
原

切
.と
結
果
1
•な
る
著
書
を
出
版
し'、た
ホ
ブ
.ソ
ン
.は
、
同
時 

、に
そ
の
.害
惡
を
明
如
•に
す
る
た
め
、
帝
國
主
義
の
體
潘
的1

に
着
手
し 

た
。
彼
の
精
神
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
か
の
ブ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
と
！

T:

フ
デ 

ソ
と
の
思
想
で
あ
っ
た
。
そ
わ
は
芘
し
き
自
由
の
追
求
と
‘特
定
階
級
利
益 

へ
の
抗
議
で
あ
る
。
彼
は
之
を
社
會
の
經
濟
機
微

6

中
^
理
解
し
•說
明
し

た
。
英
國
に
例
を
取
り
、
過
$
一
十
年
間
に
於
け
る
デ

~

タ
：を
分
析
し
た 

:が
明
か
祀̂

つ
た
。.；侵
赂
を
强
耍_
;?
)
'者
は
取
-
<で
灰
觅
、«
^
1業
家
で
；

f

、
.更

趣

れ

猶

ま

悬(

：_

憂

限

：っ

產

出
き
.̂
.
:と
す
る
資
達
で
あ
を-
ボ
ズ
光
^

^
め

點

が

狗

ー

^

進

ル

范

せ 

，
資
^

H

自

體

：の
.

膽
-
&激
如
を
次
上
1^

私
-!
,0

:%
办
.

1

1

1

&

.!
-
1

過
少
祖
ぺ 

費
と
過
剩
蓄
積」

の
理
論
で
あ
る
。
此
處
に
帝
國
主
義
の
槪
念
の
新
し
い
、

::

輋
■

裏

_

機
1 ;
逢

: #
餐

禮

理

猶

潇

能
_

1

へ'ー；

の
で
あ
る。
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sî
de 、

Rey;a.e Historiqu

. ©,

 

‘ 

f — octobr

(l>.*DicJgm

oJre 1950.

容
.い185—208.)

••
.
:
- 

.

. 

• 

•
:;-
»-
.
_
、

.

.
•
；

 

.
-
L 

.

.

.

パ
•
•
;
：
：

-
•■ 

... 

. 

/
 

•
*
-
. 

: ...... 
.
.
. 

•
- 
. 

•

ス
ペ
ィ
ン
繼
澉
戰
带
の
進
展
と
共
に
、
，
フ
，ラ
ン
ス
の
窮
狀
は
深
刻
化
し

馨

■

&

碧

は

馨

1

霞

:§
競
,

薩

：：：：

の

保

餸

を

求

め

た

が

、

生

讓

の

全

國

的

波

及

に

依

，
つ

て

、

解

決

は

極

め

' 

<

^

^

な̂
-つ
古
。
こ
の̂

办
ー
部
-̂
*;
1
-ィ

ジ.ァ
ナ
移
^
を
希
望
す
る
者： 

4

出
て
來
た
。
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
沿̂.
諸
都
市
に
お
^

て
特
に
多
か
つ 

た
-o
^
し
當
時
の
フ
ラ
ヴ
ス
に
は
植
民
計
靈
の
遂
行
に
必
耍
な
^
调
が
あ 

冬
わ
け
で
ば
な
く
！

K

金
の
調
達
に
も
數
年
を
要
す
る
く
ら
，い
で
あ
つ
た
。

,し

が

も

纖

爭

に

依

：る

村

擊

は

幾

ユ

.>
-
レ
ン
ヒ
士
の
.暴
後

に

洳

い

：て.も
、
：
こ 

ぐ
の
#
の
'海
^
1
!
2
_
.

と
今
^

_
欢
障
碍
^

灰̂
\>
'
&-
«
の
'#
为
'と
^

 ̂

ッ
心
.
が̂
歲
っ
そ
>\
:
_泯
驰
：は
2

布̂
安
定
|1
ヴ
釆
開
匁
狀
態
：に.贫
«
さ
松
_ 

て
ゐ
た

。

袒
し
ル
，ィ
グ
ァ
士
植
禺
地
の
か
か
る
狀
態
は
爲
政
者
の
葸
慢
が 

:飯
接
の
暸
因
^
は
な
：:¥
資

ボ

八
#

^

頭̂
..の；

(

フ
，.
-ス
ぬ
ス
朱
國
の®

^
 

.ー：霞

情

勢
--
*睃
ガ
端
的
な
反
映
セ
あ.っ
：た
©
免
轵
^
^
^
^
^ ̂

ぐ
 

然
ら
ぱ
當
時
フ
ラ
シ
ス
は
如
何
な.る
實
情
に
あ
つ
た
か
。
果
し
て
第
十 

八
他
紅
物
頭
の
フ
ラ
ン
ス
に
植
民
計
黌
の
た
め
め
十
分
な
㈱
^
蕋

_

が

あ
 

■つ
た
で
あ
ら
ろ
かV
ル
ィ
ジ
ァ
ナ
奮
素
の
大
部
分
は
日
常
の
此
ー

一

細
な
出
，
 

费
に
^

缺̂
き
、
-#'
額
な
不
足
分
を
ヴH

ラ
ク
ル
ス
の
ス
ベ
ィ

X

人
か
ら 

借
受
け
る
有
樣
で
あ
っ
だ
。
從
ヴ
て
自
立
は
困
難
&'
實
情
に
あ
っ
.た
の
で
：
 

は
な
い
か
。
の
み
な
ら
ず
多
難
な
植
民
活
動
の
た
め
の
精
神
的
輝

f

果 

'し
.て
完
全
で
%
っ
た
と
い
，へ‘る
か
o'
實
敎
師
は
、*
蘇
會
に
屬
す
る一

部

. 

を
除̂

は

、
.
力

ブ

チ

ノ

會

a

も
フ
；
ラ
y -

シ

ス

コ

會
嚴
律
派
や
同
會
繩
帶
派 

の
人
々
も
、
布
敎
に
對
し
積
極
性
を
缺
い
て
ゐ
た
の
で
は
な
，か
っ
た
か
。

.
フ

ラ
>/
ス
は
，
第

ナ
A

m

i
頭
欠
お
い
，て
特
に
疲
勝
し
て
ゐ
たo

i
 

，に
-對
，す
る 
一•般
の
不
信
は
募
つ
て’、
：
公
債
£

於
金
消
化
も
當
時
に
%

つ
て 

は
德
y£
覺

來

な

か

、
っ

ち

o
' 

I
は
爾
家
財
政
を
不
當
にm
m'
し
、
海
‘
i

 

箅

收

削

減

さ

‘
れ

て

 

>
 植
民
？»|
靈
の
指
镗
も
困
難
な-<
ら
い
1

ヴ
た
。
フ 

ラ
ゾ
.ス
、
沿

岸

は
^

^
備
狀
態
に
放
置
さ-i
t
、
私
拿
捕
船
の
危
險
柏
募
っ
た 

が
、r

七
〇
，九
年
に
は
極
度
の
財
政
萍
か
ら
小
型
船
舶
の
武
裝
は
撤
廢
さ 

，ぉ
、
*

態
i

p

て
恶
化
七
て
.行
く
彤
か
り
で
あ
っ
た
。、
更
良
は
給
料
の 

不
狒
が
、.、
一
，七
0
九
年 

'
マ
'
L4P
-

»1

三
年
上
お
續
く
肌
饉
の
發
生
と
相


